
　

ス
ー
パ
ー
に
は

様
々
な
食
品
が
並

び
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
包
装
さ
れ
て

陳
列
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
工

場
で
製
造
さ
れ
、

加
工
食
品
と
呼
ば

れ
る
。
ま
た
、
袋

菓
子
、
パ
ン
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
飴
な

ど
は
「
超
」
加
工
食
品
と
呼
ば

れ
、
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
品
が

多
い
▼
超
加
工
食
品
は
、
タ
バ

コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
同
じ
よ
う

な
依
存
症
が
あ
る
よ
う
だ
。
超

加
工
食
品
は
、
家
庭
で
調
理
さ

れ
る
食
事
に
比
べ
脂
肪
分
、
糖

分
、
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
、
味

を
増
強
す
る
成
分
も
添
加
さ

れ
、
脳
の
報
酬
系
を
強
く
活
性

さ
せ
る
。
食
べ
る
も
の
は
自
分

の
意
思
で
決
め
て
い
る
と
思
い

が
ち
だ
が
違
い
、
依
存
性
に
よ

る
も
の
と
、
あ
る
心
理
学
・
脳

科
学
教
授
が
語
っ
て
い
た
▼
大

袋
の
ポ
テ
チ
を
い
つ
の
間
に
か

間
食
し
て
し
ま
う
経
験
は
誰
で

も
あ
る
と
思
う
。
こ
の
現
象
の

原
因
は
、
「
意
思
の
弱
さ
」
で

は
な
く
、
超
加
工
食
品
依
存
症

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
心
臓

病
、
肥
満
な
ど
様
々
な
原
因
に

よ
る
死
亡
の
リ
ス
ク
も
▼
自
分

自
身
の
健
康
の
た
め
、
家
族
を

守
る
た
め
、
私
た
ち
が
求
め
る

健
康
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

も
、
自
分
の
健
康
管
理
意
識
を

持
ち
、
不
安
が
生
じ
た
際
に

は
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
周
り

の
仲
間
に
相
談
し
よ
う
。

　

６
月
１
日
、
県
職
連
合
・
県
職
労
は
定
期
大
会
を
開
催
し
、
組
織
強
化
、
賃
金
改

善
、
権
利
向
上
、
制
度
・
政
策
要
求
等
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
、
代
議
員
か
ら
の
補

強
発
言
を
受
け
て
確
立
し
た
。
「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整

備
」
を
は
じ
め
と
す
る
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
闘
争
等
に
向
け
た
当
面
の
闘
争

方
針
も
決
定
。
結
び
に
、
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
小
田
嶋
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
意
思
統
一
し
た
。

▲2024年度の運動方針を賛成多決で決定した県職連合第36回・県職労第132回定期大会

▲さらなる組織強化等について確認した

県職労組織内議員
野中 靖志

（盛岡市議会議員）

【
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）】

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
５
か
月
。

現
地
は
な
か
な
か
復
旧
が
進
ま

ず
、
被
災
者
の
疲
労
は
ピ
ー
ク

に
達
し
て
い
る
。
大
会
冒
頭
で
、

現
職
死
亡
組
合
員
２
人
へ
の
黙

と
う
を
行
っ
た
。
心
か
ら
お
悔

や
み
申
し
上
げ
た
い
。

　

洋
野
町
で
豚
熱
が
発
生
し
、

多
く
の
組
合
員
が
と
殺
業
務
に

従
事
し
て
い
る
。
特
に
、
久
慈

地
区
で
は
24
時
間
体
制
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
対
応
に
あ
た

り
、
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動

時
間
を
勤
務
時
間
に
含
め
る
こ

と
、
１
０
０
㎞
未
満
の
新
幹
線

利
用
を
認
め
る
こ
と
は
、
組
合

が
要
求
し
た
か
ら
実
現
し
た
。

組
合
が
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
組
織
強
化
の
取
り
組

み
に
繋
げ
て
ほ
し
い
。

組
織
強
化

　

新
採
用
職
員
の
組
合
加
入
率

来
賓
あ
い
さ
つ が

伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、
い
か

に
組
合
を
日
常
か
ら
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
か
が
分
か
れ
目
。

「
組
合
を
使
う
」
意
識
を
職
場

の
若
手
職
員
に
伝
え
、
組
合
を

身
近
な
存
在
に
し
な
が
ら
加
入

拡
大
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

　

在
宅
勤
務
の
条
件
緩
和
に
つ

い
て
、
先
日
人
事
課
と
交
渉
し

た
。
ま
た
、
６
月
か
ら
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
が
施
行
さ

れ
た
。
利
用
し
た
い
人
に
と
っ

て
は
良
い
制
度
だ
が
、
慢
性
的

に
多
忙
な
職
場
の

ま
ま
で
、
一
方
が

制
度
を
利
用
し
、

他
方
が
苦
労
す
る

の
で
は
本
末
転
倒
。

職
場
の
根
本
体
制
改
善
が
優
先

だ
と
訴
え
た
。
全
体
的
視
点
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

２
０
２
４
春
闘

　

２
０
２
４
春
闘
で
は
、
民
間

企
業
で
５
％
を
超
え
る
賃
上
げ

成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
私

た
ち
の
賃
上
げ
要
求
は
「
民
間

が
こ
う
だ
か
ら
」
で
は
な
く

「
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
は
ど
う

か
」
と
い
う
視
点
で
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。

制
度
・
政
策
要
求

　

今
回
、
「
社
会
と
公
務
の
変

化
に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整

備
」
に
関
す
る
署
名
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
。
皆
さ
ん
は

会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
た

組
合
未
加
入
者
全
員
に
署
名
を

お
願
い
で
き
て
い
た
か
。
日
頃

か
ら
組
合
の
取
り
組
み
を
共
有

す
る
努
力
が
で
き
て
い
る
か
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
政
策

に
関
わ
る
課
題
が
政
治
闘
争
、

私
た
ち
の
声
を
託
す
候
補
者
を

応
援
す
る
の
が
選
挙
闘
争
で
あ

り
、
日
常
の
取
り
組
み
の
一
場

面
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。

【
来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）
】

地
公
共
闘
・
村
上
副
議
長

　

自
治
体
の
人
手
不
足
が
慢
性

化
し
、
地
方
公
務
員
を
志
す
人

が
減
少
し
て
お
り
、
深
刻
な
問

岩手県地方公務員共闘会議
村上智加子 副議長

自治労県本部
及川隆浩 執行委員長

こくみん共済coop岩手推進本部
佐藤伸一 本部長

題
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
度
の

豚
熱
対
応
で
は
、
過
酷
な
現
場

で
の
業
務
従
事
に
敬
意
を
表
す

る
。
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
団
結
し
て
待
遇

改
善
し
て
い
き
た
い
。

自
治
労
県
本
部
・
及
川
執
行
委
員
長

　

２
０
２
４
春
闘
で
は
、
中
小

企
業
を
中
心
に
苦
戦
し
て
い
る
。

経
済
の
循
環
が
進
ま
な
い
要
因

は
賃
金
に
あ
る
。
福
祉
職
場
を

中
心
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

秋
の
確
定
闘
争
を
一
緒
に
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
初
任

給
格
付
や
中
途
採
用
者
前
歴
換

算
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
取
組

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

地
方
自
治
法
改
正
法
案
に
み

ら
れ
る
と
お
り
、
地
方
に
対
す

る
国
の
指
導
が
強
め
ら
れ
る
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。
政
治
闘
争

の
肝
心
要
は
選
挙
で
あ
る
。
一

つ
一
つ
丁
寧
に
取
り
組
め
ば
良

い
結
果
が
出
る
。

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
・
佐
藤
本
部
長

　

大
会
で
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
言
う
が
、
声
を
出

せ
な
い
職
場
が
あ
る
中
で
、
職

場
課
題
や
政
治
課
題
を
議
論
で

き
る
こ
と
が
喜
ば
し
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

　

労
金
、
信
用
生
協
を
含
め
、

労
働
福
祉
団
体
を
活
用
し
て
ほ

し
い
。

　

（
代
議
員
の
発
言
は
裏
面
）

野中やすし　政治活動報告

「市民の笑顔かがやく街もりおか」
をめざして

県
職
連
合
第
36
回
・
県
職
労
第
１
３
２
回
定
期
大
会

み
ん
な
で
討
論
・
決
定
・
行
動
し
、
組
織
拡
大
と
要
求
実
現
を

　

昨
年
８
月
の
盛
岡
市
議
会
議

員
選
挙
で
は
、
県
職
労
を
は
じ

め
、
多
く
の
皆
様
の
お
力
を
い

た
だ
き
、
８
位
と
い
う
上
位
で

の
当
選
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

地
元
・
浅
岸
地
区
で
は
、
通

学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
昨

年
か
ら
浅
岸
一
丁
目
交
差
点
に

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
設
置

を
求
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

今
冬
頃
に
設
置
が
実
現
す
る
予

定
と
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
通

学
路
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

盛
岡
市
役
所
で
は
、
昨
年
度

に
採
用
さ
れ
た
職
員
89
人
の
う

ち
９
人
が
１
年
以
内
に
退
職
し

た
。
市
役
所
の
働
き
方
に
も
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
継
続
的
に

改
善
を
求
め
て
い
く
。

　

自
治
体
の
「
防
災
力
」
強
化

の
た
め
に
も
職
員
数
の
確
保
が

必
要
で
あ
り
、
次
回
の
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

地
方
公
務
員
の
給
与
を
は
じ

め
と
す
る
労
働
条
件
は
法
律
・

条
例
で
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
労
働
組
合
で
は
、
労
使
交

渉
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
政
治
の
場
に
働
く
者
の
声

が
届
く
取
組
も
重
要
で
あ
る
。

　

所
属
す
る
立
憲
民
主
党
で
は
、

衆
議
院
総
選
挙
に
向
け
て
、
既

に
候
補
予
定
者
を
決
め
た
。
政

治
を
変
え
る
必
要
性
は
高
ま
っ

て
い
る
。
し
っ
か
り
と
訴
え
て

い
き
た
い
。
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《
盛
岡
支
部
・
小
笠
原
代
議
員
》

・
児
童
相
談
所
の
夜
間
・
休
日

対
応
が
本
来
の
勤
務
時
間
と
な

っ
た
。
専
門
職
種
課
題
を
継
続

要
求
し
た
成
果
だ
。

・
若
手
組
合
員
の
組
合
費
負
担

が
重
い
。
組
合
費
率
改
定
を
検

討
す
る
余
地
は
あ
る
か
。

（
答
弁
）

・
専
門
職
種
の
課
題
は
、
当
事

者
が
自
ら
取
り
組
む
本
来
の
形

に
近
づ
け
て
い
き
た
い
。

・
組
合
費
は
定
率
が
ベ
ー
ス
で
、

賃
金
水
準
に
連
動
。
組
合
は
若

手
も
高
齢
層
も
厳
し
い
中
で
費

用
と
労
力
を
出
し
合
っ
て
初
め

て
成
り
立
つ
。
共
済
で
の
可
処

分
所
得
向
上
、
学
習
・
交
流
等

で
最
大
限
の
組
合
活
用
を
。

《
二
戸
支
部
・
佐
藤
代
議
員
》

・
55
歳
昇
給
抑
制
撤
廃
を
。

・
能
登
半
島
地
震
や
豚
熱
の
職

員
派
遣
等
、
危
機
管
理
対
応
が

相
次
ぎ
、
職
場
が
持
た
な
い
。

有
事
を
見
据
え
た
職
員
増
を
。

（
答
弁
）

・
高
齢
層
の
昇
給
抑
制
撤
廃
に

向
け
、
今
後
も
要
求
し
て
い
く
。

・
危
機
管
理
対
応
を
踏
ま
え
た

人
員
確
保
に
は
、
当
局
も
東
日

本
大
震
災
で
必
要
性
を
認
識
し

た
。
時
間
の
経
過
で
そ
の
認
識

が
希
薄
と
な
ら
な
い
よ
う
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
く
。

《
胆
江
支
部
・
本
間
代
議
員
》

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
仕
事

に
つ
い
て
「
事
務
補
助
」
が
実

際
に
は
常
勤
職
員
と
変
わ
り
な

い
。
実
態
把
握
す
べ
き
。

（
答
弁
）

・
「
事
務
補
助
」
で
任
用
さ
れ

て
も
、
職
場
の
欠
員
状
況
等
に

よ
り
、
実
質
的
に
常
勤
職
員
と

変
わ
り
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
は
。
問
題
事
例
を
放
置
し
な

い
よ
う
改
善
を
要
求
し
て
い
く
。

《
気
仙
支
部
・
佐
藤
代
議
員
》

・
気
仙
地
区
の
２
つ
の
公
舎
が

老
朽
化
に
よ
り
今
年
度
か
ら
新

規
入
居
さ
せ
な
い
こ
と
と
な
り
、

共
益
費
を
居
住
者
数
で
割
る
た

め
、
１
人
あ
た
り
の
負
担
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

課
題
も
強
く
要
求
し
て
ほ
し
い
。

（
答
弁
）

　

公
舎
は
こ
れ
ま
で
も
改
善
要

求
し
て
い
る
が
、
指
摘
の
あ
っ

た
共
益
費
も
大
き
な
課
題
。
皆

様
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
要
求
し
て
い
き
た
い
。

《
盛
岡
支
部
・
小
野
代
議
員
》

・
産
休
・
育
休
補
充
職
員
を
配

　

若
手
組
合
員
の
組
合
費
の
負

担
感
に
つ
い
て
は
理
解
す
る
と

こ
ろ
。
組
織
財
政
等
強
化
委
員

会
で
、
生
活
費
負
担
の
大
き
い

中
高
齢
層
の
課
題
も
含
め
て
組

合
費
を
議
論
し
た
が
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
率
で
決
め
る
の
が

妥
当
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
新

採
組
合
員
数
が
退
職
者
の
倍
に

な
ら
な
い
と
収
入
が
均
衡
し
な

い
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、

組
合
費
引
き
下
げ
は
簡
単
で
は

な
い
。

　

以
前
と
比
較
し
て
、
当
局
は

強
硬
な
姿
勢
で
あ
り
、
１
回
の

交
渉
で
結
論
を
出
す
よ
う
迫
っ

て
く
る
。
組
織
率
は
こ
う
し
た

と
こ
ろ
に
も
影
響
し
て
お
り
、

当
局
へ
の
牽
制
力
と
い
う
意
味

か
ら
も
加
入
促
進
や
職
場
か
ら

の
日
常
討
論
が
大
切
だ
。

　

地
共
済
の
「
職
員
健
康
交
流

会
」
に
つ
い
て
、
新
採
用
職
員

は
原
則
出
席
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
服
務
上
の
取
扱

い
は
職
専
免
で
あ
り
、
会
場
へ

の
移
動
は
旅
費
が
支
給
さ
れ

ず
、
公
用
車
の
利
用
も
認
め
ら

れ
な
い
た
め
、
北
上
の
職
場
か

ら
奥
州
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
新
採
用
職
員
は
、
参
加
し

置
せ
ず
、
職
場
に
残
っ
た
職
員

に
負
担
を
強
い
る
事
例
が
あ
る
。

再
点
検
を
。

・
施
設
入
所
中
の
親
へ
の
面
会

が
介
護
休
暇
の
対
象
外
、
孫
が

子
等
の
看
護
休
暇
の
対
象
外
で

あ
る
こ
と
等
、
改
善
す
べ
き
。

・
原
発
再
稼
働
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
海
洋
放
出
の
問
題
等
、
政

治
課
題
に
取
り
組
む
必
要
性
を

も
っ
と
説
明
す
べ
き
。

（
答
弁
）

・
年
度
途
中
か
ら
の
産
休
・
育

休
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

定
数
に
よ
る
代
替
職
員
配
置
が

で
き
な
い
場
合
、
人
事
課
予
算

で
会
計
年
度
任
用
職
員
の
配
置

が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
す
ら
で

き
な
い
の
は
何
ら
か
の
事
情
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
確
認
す
る
。

・
休
暇
の
要
件
改
善
に
つ
い
て

指
摘
の
あ
っ
た
具
体
的
な
事
例

も
含
め
て
、
今
後
の
改
善
に
向

け
要
求
し
て
い
き
た
い
。

・
政
治
課
題
は
、
署
名
を
回
覧

す
る
程
度
で
は
な
か
な
か
理
解

が
広
が
ら
な
い
。
皆
様
の
御
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
取
り

組
み
方
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

《
胆
江
支
部
・
佐
々
木
代
議
員
》

・
豚
熱
対
応
を
い
き
な
り
命
じ

ら
れ
、
業
務
に
支
障
が
出
た
。

本
当
に
対
応
準
備
で
き
て
い
た

か
、
対
応
の
外
注
を
予
算
要
求

で
き
て
い
た
か
、
職
員
の
メ
ン

タ
ル
に
配
慮
で
き
て
い
た
か
、

検
証
す
べ
き
。

・
再
任
用
職
員
の
処
遇
に
つ
い

て
、
同
じ
業
務
に
は
同
じ
賃
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。

（
答
弁
）

・
豚
熱
対
応
に
つ
い
て
は
、
実

態
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
に
向
け
た
検
証
を

し
て
い
き
た
い
。

・
フ
ル
タ
イ
ム
の
再
任
用
職
員

は
一
部
の
会
計
指
導
担
当
が
主

査
相
当
で
、
そ
の
他
は
主
任
相

当
と
な
っ
て
い
る
が
、
運
用
状

況
を
再
確
認
す
る
。

《
気
仙
支
部
・
口
岩
代
議
員
》

・
人
事
評
価
制
度
は
納
得
性
の

な
い
矛
盾
し
た
制
度
。
や
め
さ

せ
る
べ
き
。

・
県
で
も
昼
休
み
の
電
話
を
留

守
番
電
話
と
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
県
職
労
の
書
記
に
つ
い
て

も
昼
休
み
の
代
替
を
考
え
て
ほ

し
い
。

（
答
弁
）

・
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
基
準

が
不
明
確
」
と
の
回
答
が
50
％

近
く
あ
り
、
現
状
が
良
い
と
い

う
認
識
で
は
な
い
が
、
無
く
す

の
が
ベ
ス
ト
と
い
う
合
意
形
成

に
も
至
っ
て
い
な
い
。
現
在
は

法
律
上
の
実
施
義
務
も
あ
る
。

納
得
で
き
な
い
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
要
求
し
て
い
き
た
い
。

・
本
来
の
休
憩
時
間
が
取
れ
な

か
っ
た
と
き
は
、
別
の
時
間
に

取
ら
せ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
周
知
し
て
い
く
。
県
職
労

書
記
局
に
つ
い
て
も
同
様
に
配

慮
し
た
い
。

《
胆
江
支
部
・
中
川
代
議
員
》

・
奥
州
地
区
で
エ
ア
コ
ン
の
な

い
公
舎
は
入
居
希
望
者
が
少
な

い
。
公
舎
を
な
く
す
流
れ
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
支
部
要
求
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
監
査
の
調

書
に
も
本
当
の
空
室
の
理
由
を

書
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
答
弁
）

・
空
室
が
多
い
真
の
理
由
が
隠

さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
支

部
か
ら
の
要
求
を
大
切
な
根
拠

と
し
て
、
取
組
の
し
か
た
を
工

加
入
促
進
と
日
常
討
論
を

小
田
嶋
中
央
執
行
委
員
長
　
総
括
答
弁
要
旨

▲総括答弁をする小田嶋委員長

▲答弁する藤村書記長

▲諸課題の改善に向け多くの議論が交わされた

な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
こ

う
し
た
例
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
現
場
目
線
と
な
っ
て
い
な

い
矛
盾
は
身
近
に
た
く
さ
ん
あ

る
。
多
く
の
課
題
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私
た

ち
労
働
組
合
し
か
な
い
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
様

の
１
日
開
催
に
戻
し
て
、
多
く

の
発
言
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

は
、
若
い
世
代
が
参
加
で
き
る

運
動
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。
力
を
合
わ
せ
が
ん
ば
ろ

う
。

夫
し
て
い
き
た
い
。

《
釜
石
支
部
・
大
﨑
代
議
員
》

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
加
入

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
他

支
部
と
の
広
い
交
流
の
場
、
自

治
労
県
本
部
で
の
交
流
の
場
が

ほ
し
い
。

・
釜
石
地
区
で
も
今
年
度
末
で

廃
止
予
定
の
公
舎
が
あ
る
。
公

舎
廃
止
時
に
移
転
補
償
が
支
給

さ
れ
る
の
か
、
確
認
願
い
た
い
。

（
答
弁
）

・
他
支
部
、
自
治
労
県
本
部
と

の
交
流
の
場
に
つ
い
て
、
組
合

に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

も
の
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
廃
止
公
舎
の
移
転
補
償
に
つ

い
て
は
、
確
認
が
で
き
次
第
情

報
提
供
す
る
。

《
宮
古
支
部
・
内
山
代
議
員
》

・
公
舎
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
、
副
局
長
へ
の
独
自
要
求

を
行
っ
た
。
要
求
を
踏
ま
え
、

副
局
長
が
自
ら
管
財
課
に
働
き

か
け
る
等
の
動
き
が
あ
る
。
執

務
環
境
、
住
環
境
の
確
保
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

（
答
弁
）

・
執
務
環
境
、
住
環
境
は
命
に

も
か
か
わ
る
重
要
課
題
だ
。
支

部
独
自
要
求
の
多
く
は
庁
公
舎

に
関
わ
る
課
題
で
あ
り
、
県
職

労
全
体
と
し
て
も
要
求
し
て
い

き
た
い
。

《
県
庁
支
部
・
古
舘
代
議
員
》

・
再
任
用
職
員
の
継
続
雇
用
を
。

退
職
予
定
の
運
転
技
士
が
欠
員

や
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
置

換
と
な
ら
な
い
よ
う
取
組
を
。

（
答
弁
）

・
現
業
評
の
取
組
と
一
体
的
に

要
求
し
て
い
く
。

気仙・佐藤代議員

盛岡・小野代議員

盛岡・小笠原代議員

宮古・内山代議員

二戸・佐藤代議員

県庁・古舘代議員

胆江・本間代議員釜石・大﨑代議員

胆江・中川代議員

胆江・佐々木代議員

気仙・口岩代議員

発
言

　
代
議
員

発
言

　
代
議
員

方
針
に
対
す
る
主
な
質
疑
・
答
弁
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